










































トン ％ 人 百万ドル 百万ドル
1996年 8.0 6.4 5.9 80.1 7,000 1,732 234
1997年 9.5 7.8 7.3 81.8 7,300 2,171 236
1998年 13.3 11.6 10.8 87.8 16,500 3,492 237
1999年 16.7 15.3 15.4 91.9 17,200 4,898 85
2000年 17.5 17.1 16.4 97.7 16,800 5,343 99
2001年 17.5 14.6 14.1 83.5 16,500 4,486 -312
2002年 17.5 15.5 15.0 88.6 15,992 4,889 49
2003年 17.5 15.6 15.2 89.1 15,226 5,441 66
2004年 48.0 42.8 38.2 89.3 140,100 22,197 4,701
2005年 69.7 63.0 56.3 90.4 194,093 28,132 3,301
2006年 131.8 118.0 110.5 89.5 326,789 58,870 5,226
2007年 133.0 116.0 109.7 87.2 315,522 105,216 10,368
2008年 n.a. n.a. 101.7 n.a. 315,867 124,936 9,446
2009年 n.a. 73.2 71.1 n.a. 281,703 65,110 118
2010年 130.0 n.a. 44.3 n.a. 281,000 40,300 2,502
出所）  1996‒2007年はWorld Steel Dynamics, Financial Dynamics of International Steelmakers, 
Core Report G, April 2009, G-7-1; 08, 09年は ArcelorMittal Fact Book 2009, pp. 2, 62; 

































































業を買収し、the British India Rolling Millの共同経営者になった。しかし独
立後20年間のインド政府は鉄鋼政策に関し公有化政策を実施し、民間鉄































































象が、PT Ispat Indoが原料として購入していた DRIのサプライヤーである
トリニダード・トバコの国有 DRI・電炉・線材企業、Iscott（Iron & Steel 











電炉企業、1992年にはメキシコの Sibasa (Siderurgica del Balsas SA at Lazaro 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年の国営電炉メーカーの Irish Steel28）の買収が続き29）、90年代半ばの DRI
世界生産の18％に達したのである30）。
　国際派の分離とKarmet Steel の買収：ところで LNM (Ispat) グループ
は90年代半ば以降新たな発展段階に入った。ミッタル家内部では父モハ



















Holdings N. V. としてオランダ、ロッテルダムで登記し、翌年97年には７
社の構成企業のうち５社を Ispat International N. V. に組み入れ、それをク
レディ・スイスの幹事によりアムステルダムとニューヨークで初上場し、
７億7,600万ドルを調達した34）。それは当時の世界鉄鋼業界最大の公募で




















































































































































































































































































































































































































　①  特殊部隊（Swat Team）の投入：大部分の既存の経営者をミッタルの
上級経営者に代え、企業を迅速に商業ベースに乗せる。




























































































鋼板類 － 13.2 30.0 － 6.8 50.0




鋼板類 33.0 - 4.4 5.0 － 42.4





数量 40.6 26.3 29.8 10.6 8.9 116.0
地域シェア 25％ 16％ 24％ 23％ 27％ 10％
鋼材別
能力
鋼板類 33.0 13.2 34.4 5.0 6.8 92.4
条鋼その他 12.0 13.4 4.3 5.0 4.2 38.9
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